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組織・体制、目標管理、教育、運用管理・是

正などの状況を調べ、システムが有効に

機能しているかを確認する。 

法規制値の運用と監視（資格・届出・測定

データ）などの状況を調べ、法その他の要

求事項が遵守されているかを確認する。 

目標と実績、法規制値のデータなどの状

況を調べ、自主的に定めた運用項目が確

実に実行されているかを確認する。 

資源循環型社会への貢献、環境汚染物質

の削減、環境調和型製品の提供、ソリュー

ションの提供、社会への貢献、情報の公開

などの状況を調べ、環境戦略が有効に機

能しているかを確認する。 

 

 

 本社/小峰工場 

 甲府工場 

 青梅工場 

 三重工場 

 松川工場、駒ヶ根工場 

中国(蘇州)   

シンガポール  

中国(上海)   

インドネシア   

中国(重慶)   

シンガポール 

ISO14001認証取得状況 

※横河電機(株)本社・工場および横河エレクトロニクス・マニファクチャリング(株) 

　本社/小峰工場、甲府工場、青梅工場は統合認証 

2004年3月末現在 

サイト 

横河電機(株)本社・工場  

横河エレクトロニクス・ 
マニファクチャリング(株) 

 

 

 

国際チャート(株)  

横河トレーディング(株)  

安藤電気(株)  

横河M&C(株)  

横河エンジニアリングサービス(株)    

横河電子機器(株)  

蘇州横河電表有限公司 

Yokogawa Electric Asia Pte. Ltd.  

上海横河電機有限公司  

P. T. Yokogawa Manufacturing Batam  

重慶横河川儀有限公司  

Yokogawa Engineering Asia Pte. Ltd.   

登録日 

1997年 7月 

1997年 7月 

1997年 7月 

1997年 7月 

1998年 8月 

1999年 11月 

1999年 1月 

1999年 2月  

1999年 2月  

1999年 4月 

2000年 2月 

2000年 11月 

1998年 5月 

1998年 10月 

2000年 3月 

2000年 4月 

2000年 12月 

2001年 8月 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動 

持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 の た め に  環 境 経 営 報 告 書  ２００４  

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動 



環境監査審査項目 

横河電機の環境活動推進組織体制（2003年度） 

システム監査 

遵法監査 

パフォーマンス監査 

環境政策 

環
境
業
務
監
査 

内
部
監
査 環境担当役員 社　　　　長 

経営監査本部 

経営企画本部 

地球環境室 

省エネWG

廃棄物WG

環境設計基準検討WG

化学物質管理WG

経営管理本部 

技術開発本部 

通信・測定器事業本部 

制御プロダクト事業本部 

制御システム・海外事業本部 

産業ソリューション事業本部 

情報システム事業本部 

航空宇宙・特機事業本部 

生産事業本部 

事業連結会社 

事業連結会社 

事業連結会社 

ＡＴＥ事業本部 

事業連結会社 

事業連結会社 

事業連結会社 

事業連結会社 

事業連結会社 

地球環境委員会 

組織・体制、目標管理、教育、運用管理・是

正などの状況を調べ、システムが有効に

機能しているかを確認する。 

法規制値の運用と監視（資格・届出・測定

データ）などの状況を調べ、法その他の要

求事項が遵守されているかを確認する。 

目標と実績、法規制値のデータなどの状

況を調べ、自主的に定めた運用項目が確

実に実行されているかを確認する。 

資源循環型社会への貢献、環境汚染物質

の削減、環境調和型製品の提供、ソリュー

ションの提供、社会への貢献、情報の公開

などの状況を調べ、環境戦略が有効に機

能しているかを確認する。 

 

 

 本社/小峰工場 

 甲府工場 

 青梅工場 

 三重工場 

 松川工場、駒ヶ根工場 

中国(蘇州)   

シンガポール  

中国(上海)   

インドネシア   

中国(重慶)   

シンガポール 

ISO14001認証取得状況 

※横河電機(株)本社・工場および横河エレクトロニクス・マニファクチャリング(株) 

　本社/小峰工場、甲府工場、青梅工場は統合認証 

2004年3月末現在 

サイト 

横河電機(株)本社・工場  

横河エレクトロニクス・ 
マニファクチャリング(株) 

 

 

 

国際チャート(株)  

横河トレーディング(株)  

安藤電気(株)  

横河M&C(株)  

横河エンジニアリングサービス(株)    

横河電子機器(株)  

蘇州横河電表有限公司 

Yokogawa Electric Asia Pte. Ltd.  

上海横河電機有限公司  

P. T. Yokogawa Manufacturing Batam  

重慶横河川儀有限公司  

Yokogawa Engineering Asia Pte. Ltd.   

登録日 

1997年 7月 

1997年 7月 

1997年 7月 

1997年 7月 

1998年 8月 

1999年 11月 

1999年 1月 

1999年 2月  

1999年 2月  

1999年 4月 

2000年 2月 

2000年 11月 

1998年 5月 

1998年 10月 

2000年 3月 

2000年 4月 

2000年 12月 

2001年 8月 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動 

持 続 可 能 な 社 会 の 構 築 の た め に  環 境 経 営 報 告 書  ２００４  

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動 



地球環境保全活動の推進と継続的な改善を図るため、環境マネジメントシステムを確立する。そのため企業

活動が環境に与える影響を的確に捉え、技術的、経済的に可能な範囲で、環境目的・目標を定めて取組むとと

もに、環境監査を実施し、システムの維持向上を図る。 

●環境業務監査 環境マネジメントシステムの確立、 

維持、向上 

環境関連の法律、規制、協定及び業界の指針等を遵守し、地球環境保全に取組む。 ●グループ管理規準の制定 法規制等の遵守 

計測、制御、情報の技術を通して地球環境保全に貢献する、より付加価値の高い製品、サービスを社会に提供

する。 

●環境ソリューションの確立と普及 環境ソリューションの提供 

環境方針および地球環境保全活動の情報を開示し、広く社会とのコミュニケーションを図る。 ●環境報告書の充実 環境情報開示 

有害物質、地球温暖化物質、オゾン層破壊物質など、環境に負荷を与える物質は、可能な限り代替技術への転

換を図って削減し、環境汚染リスクを回避する。 

環境汚染物質の削減 

環境方針の理解と意識高揚を図り、業務遂行・地域活動のあらゆる面で環境に配慮して自律的に行動するた

め、地球環境保全の教育を行う。 

●環境基本教育の実施 

●環境特有教育の実施 

環境教育の実践 

企業活動の全てにおいて省資源、省エネルギーに取組み、さらに廃棄物削減とリユース・リサイクルの推進

に努め、 ゼロエミッションを目指す。 

●省エネルギー 

●省資源 

●ゼロエミッション 

資源循環型経営の推進 

地球環境保全活動への参加と社員の自主的な活動を支援し、良き企業市民として社会との共生に努める。 ●社会貢献活動の推進 社会への環境貢献 

資材調達から製造、流通、使用、廃棄までの環境影響を考慮した製品を開発、生産し、環境負荷の少ない製品

を創出し社会に提供する。 

●設計ルールの充実 

●製品の新規開発 

●環境調和型梱包製品の拡大 

●グリーン購入・調達の充実 

環境調和型製品の創出 

項　目 

●統合４サイト環境業務監査実施 

●有害廃液排出設備の設置基準の作成 

●環境ソリューションの確立と普及 

●データ範囲拡大 

●六価クロム代替技術の検討 

●シアン、トルエン、キシレンの削減技術の検討 

 

●鉛フリーはんだ対応の装置導入および製品展開 

●環境基本教育実施率100% 

●環境特有教育実施率100%

●エネルギーCO2排出量売上原単位15%削減　

(1990年度比) 

●廃棄物の循環資源化率94%

●社会活動、地域活動の参加 

●WEEE、RoHS指令の情報収集と対応方針を調査・

検討 

●製品アセスメント基準・LCA基準を適応し、開発製

品のCO2排出量を25%削減 

●環境調和型梱包製品の拡大 

●グリーン購入率80%以上 

取り組み目標 

●100%実施 

●作成実施 

●説明会、計測展などへの出品 

●YOKOGAWAグループに拡大 

●重慶、蘇州、上海の現地法人で環境報告書を発行 

●検討実施 

●トルエン、キシレンの削減技術として紛体塗装

を導入 

●コントローラ「XanciaTM」で実用展開 

●100%実施 

●100%実施 

●15%削減達成 

 

●95.8%達成 

●武蔵野市主催の玉川上水誕生350周年記念事業を後援 

●山梨県主催のクリーンキャンペーンを始め、各

地域の清掃活動に参加 

●YOKOGAWAグループの対応明確化 

 

●7機種で対応完了 

 

●16機種に適用完了 

●グリーン購入率87%達成 
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●六価クロム、シアン、トルエン、 

キシレンの代替検討実施 

 

●鉛フリーはんだ化の製品展開 

●設計ルールの充実 

 

●製品の新規開発 

 

●環境調和型梱包製品の拡大 

●グリーン購入・調達の充実 

●環境基本教育の実施 

●環境特有教育の実施 

●省エネルギー 

 

●ゼロエミッション 

●社会貢献活動の推進 
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